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　　　　～インターネットと人権問題～

人権を考える 問い合わせ　 �生涯学習課（☎㉒6888）

上
で
は
相
手
が
誰
か
確
か
め
ら
れ

な
い
た
め
、
成
り
済
ま
し
に
よ
り

だ
ま
さ
れ
た
り
、
脅
か
さ
れ
た
り

し
て
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
特
に
女
性
が
ス
ト
ー

カ
ー
や
性
犯
罪
の
被
害
に
遭
う
事

件
が
起
き
て
い
ま
す

差
別
の
助
長　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
間
違
っ
た
情
報
を
書
か
れ
、
面

白
お
か
し
く
広
め
ら
れ
て
し
ま
う
、

悪
意
の
あ
る
書
き
込
み
が
見
ら
れ

ま
す
。
ま
た
同
和
問
題
の
地
域
の

情
報
が
公
開
さ
れ
、
新
た
な
差
別

を
生
み
出
し
て
い
る
事
例
や
、
事

件
の
犯
人
と
決
め
つ
け
ら
れ
る
事

例
な
ど
が
あ
り
ま
す

個
人
情
報
の
漏
え
い　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
で
不
用
意
に
掲
載
し
た
写
真
な

ど
か
ら
、
個
人
情
報
が
漏
え
い
し

た
り
、
悪
意
を
持
っ
て
情
報
が
拡

散
さ
せ
ら
れ
た
り
す
る
事
例
が
あ

り
ま
す
。
中
に
は
元
の
交
際
相
手

や
子
ど
も
の
裸
の
写
真
を
公
開
す

る
悪
質
な
も
の
も
あ
り
ま
す

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
の
関
わ
り
方

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
取
り
扱
い

方
次
第
で
は
、
自
分
が
被
害
者
に

も
加
害
者
に
も
成
り
得
る
も
の
で

す
。
日
進
月
歩
の
発
達
の
中
で
、

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
全
世
界
と

つ
な
が
り
、
瞬
時
に
情
報
を
や
り

取
り
で
き
る
大
変
便
利
な
も
の
で
、

わ
れ
わ
れ
の
生
活
に
と
っ
て
な
く

て
は
な
ら
な
い
も
の
に
な
っ
て
い

ま
す
。
た
だ
し
便
利
な
反
面
、
課

題
も
あ
り
ま
す
。
匿
名
性
が
強
く

誰
が
発
信
し
た
の
か
特
定
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
、
一
度
公
開
さ
れ

た
情
報
は
広
が
っ
て
し
ま
い
削
除

し
き
れ
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
人
権
侵
犯
事
件
の
年
次
推
移
を

見
ま
す
と
、
総
数
は
横
ば
い
状
態

で
す
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関

連
し
た
事
件
は
、５
年
間
で
３
倍
、

10
年
間
で
５
倍
に
ま
で
急
増
し
て

い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
人
権
侵
害

他
人
の
誹
謗
中
傷　
子
ど
も
た
ち

や
若
者
の
間
で
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通

じ
て
連
絡
を
取
り
合
う
こ
と
が
日

常
化
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中

で
、
さ
さ
い
な
行
き
違
い
か
ら
、

誹ひ

謗ぼ
う

中
傷
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、

大
勢
の
人
か
ら
攻
撃
さ
れ
、
学
校

や
仕
事
に
行
け
な
く
な
っ
た
り
、

時
に
は
自
殺
を
考
え
た
り
す
る

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す

犯
罪
の
誘
発　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

最
も
危
険
な
の
は「
無
知
」で
あ

る
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
で
す
。
情
報

機
器
を
機
械
と
し
て
使
い
こ
な
す

だ
け
で
な
く
、「
情
報
」と
し
て

発
信
す
る
・
さ
れ
る
と
い
う
意
識

を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
井
戸

端
会
議
で
話
し
て
い
る
う
わ
さ
話

の
つ
も
り
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
情
報
交
換
を
し
て
い
る
と
、「
名

誉
毀き

損そ
ん

」「
侮
辱
」「
信
用
毀
損
」

「
業
務
妨
害
」と
い
っ
た
罪
に
問

わ
れ
る
大
き
な
事
件
に
つ
な
が
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

情
報
発
信
時
の
注
意　
▽
悪
口
、

根
拠
の
な
い
う
わ
さ
や
差
別
的
な

内
容
は
書
き
込
ま
な
い
▽
人
が
写
っ

て
い
る
写
真
や
動
画
は
勝
手
に
掲

載
し
な
い
▽
使
う
言
葉
に
注
意
し
、

相
手
を
挑
発
す
る
よ
う
な
言
葉
は

使
わ
な
い

ネ
ッ
ト
い
じ
め
防
止
行
動
目
標
ア

ク
シ
ョ
ン
３
！　
本
市
の
子
ど
も

た
ち
は
学
校
で「
相
手
が
喜
ぶ
言

葉
を
使
お
う
・
送
信
す
る
前
に
確

認
し
よ
う
・
大
切
な
こ
と
は
相
手

の
目
を
見
て
伝
え
よ
う
」を
合
言

葉
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
関

わ
り
に
注
意
を
し
て
い
ま
す

　
こ
う
し
た
こ
と
を
参
考
に
し
て
、

人
権
侵
害
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う

に
配
慮
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

特別号 コミュニティ・スクール
～地域とともにある学校を目指して～

問い合わせ　学校教育課（☎㊿8212）
　　　　　　鬼石中学校（☎�2750）

鬼石中校区

↑「鬼石」連携型小中一貫教育構想などについての協議を行っ
ている第１回鬼石学校運営協議会の様子。

　鬼石中校区では、地域とともにある学校の伝統と
校風を受け継ぎながら、連携型小中一貫校として地
域とのつながりを大切にした教育を進めています。
　「地域の子どもは地域で育てる」という強い思いの
もと、登下校の見守り、読み聞かせや学校図書館の
整備、授業への支援、花の苗の栽培などの環境整備、
さらに地域全体が関わる運動会の実施、地域の伝統
を守る夏祭りや盆踊り大会への参加など、地域の皆
さんにはさまざまなご支援をいただいています。
　このような取り組みを持続していくためには、学
校と地域の皆さんとの連携・協働を促進していくこと
が必要不可欠です。そこで、今年度から学校と地域
をつなぐ、コミュニティ･スクールの導入を進めてい
ます。具体的には、地域や子どもたちをよく知る人
たちを委員とする３校合同の学校運営協議会を立ち
上げました。その中で、学校の運営方針の承認や学
校課題を共に解決していく立場で意見交換が行われ
ています。また、学校運営協議会の意向を具現化し、
ボランティアなどの活動を支援する体制づくりとし
て、地域学校協働本部を立ち上げていきます。
　コミュニティ・スクールを推進していくためには、
今まで以上に、子どもたちが地域に出て郷土学習を

行ったり、地域の皆さんと共に地域の課題を解決し
たり、地域の行事に参画して共に地域づくりに関わっ
たりする取り組みを行っていくことが重要です。
　そこで、学校運営協議会を核に、地域学校協働
本部の立ち上げを通して、校区の実態にあった連携・
協働の在り方を明らかにしていきたいと考えていま
す。
　より多くの地域の皆さんに参画していただき、地
域と学校が一体となってよりよい学校づくりを推進
するとともに、これからも、地域のつながりの強み
を生かし、地域を愛し未来を担う子どもたちを育て
るために、鬼石中校区３校が力を合わせて取り組み
を進めていきます。

図書館司書がセレクトした新刊情報

開館時間　　午前９時～午後８時（土・日曜日、祝日は午後５時まで）
休館日　　　月曜日
問い合わせ　図書館（☎㉒1669）

著者 ▽伊集院　静
人は何のために生きるのだろう。
そのことが少しでも分かれば、人生
は違ったものに見えて来る…。亡き
前妻夏目雅子との思い出や、日々の
思いをつづったエッセイ集。

著者 ▽細川　貂
てんてん

々
人間関係で一番大事なことは「人の
話を聞くこと」です。人の話を聞く
のがニガテな細川貂々が、対人関係
療法の第一人者・水島広子に精神科
医の聴く技術を教わりに行く。

著者 ▽山口　恵以子
日々、老老介護。時々、朗朗介護。
介護はつらくて苦しいだけじゃな
い。独身・還暦の作家が91歳・要介
護２の母との日々をつづった、笑い
と愛情たっぷりの介護エッセイ。

やっぱり、それでいい。 おばちゃん介護道 大人の流儀８  誰かを幸せにするために


